
野菜残渣敷き込み栽培の様子　（　卓上試験　）　

２０１１．０２．０７ ２０１１．０２．１０　　 早くも、微生物の活動が活発化している様子が窺える ２０１１．０２．１４ さらに、微生物の活動が活発化している様子が窺える
「カルスＮＣ-Ｒ　と　米ぬか」　の混合培土に野菜クズを撹拌し、 残渣敷き込み施用後　３日目 残渣敷き込み施用後　７日目
花瓶の中に押し込み、圃場で野菜残渣を敷き込んだ。 レタス苗定植
作物残渣利用の条件を再現した。

２０１１．０２．２１ ２０１１．０２．２４
残渣敷き込み施用後　１４日目 野菜残渣の分解はさらに進み、地上部では定植後７日目のレタスが成長。 残渣敷き込み施用後　１７日目

地下部では、分解中の野菜残渣めがけてレタスの根の伸長が活発に。 分解中の野菜残渣など構わずに、急速な根の伸びが見られるようになる。

２０１１．０３．０４ ２００１．０３．０８
残渣敷き込み施用後　２５日目 野菜残渣の分解が最終段階に入ったか、野菜の詰まっていた部分の花瓶内に空洞が生じた。 残渣敷き込み施用後　２９日目 空洞部分が陥没し、分解した野菜残渣は土と見分けが出来なくなった。
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